
　

一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
対
す
る

質
疑
応
答
の
内
容
を
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

議 案 審 議

①
　
本
村
の
介
護
保
険
基
金
設
置

　

在
宅
介
護
に
よ
る
家
族
な
ど
の

身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
改
正
な
の
で
お
お
む

ね
賛
成
だ
が
、
財
源
に
つ
い
て
は

疑
問
が
あ
る
。

①　

事
業
の
た
め
の
財
源
は
、
介

　

護
保
険
準
備
基
金
を
取
り
崩
す

　

と
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
基

　

金
は
予
測
で
き
な
い
程
の
介
護

　

給
付
費
が
必
要
に
な
っ
た
時
や

　

保
険
料
軽
減
の
た
め
に
積
み
立

　

て
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

②　

事
業
継
続
の
た
め
に
「
市
町

　

村
特
別
給
付
」
制
度
を
選
択
し

　

た
が
、
こ
れ
は
「
介
護
保
険
料

　

に
影
響
す
る
」
と
課
題
が
記
載

　

さ
れ
て
い
る
。
改
定
の
度
に
値

　

上
げ
し
て
い
る
保
険
料
が
、
こ

　

の
支
援
事
業
の
た
め
に
さ
ら
に

　

値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

　

で
は
な
い
か
。
全
高
齢
者
が
対

　

象
な
の
だ
か
ら
、
一
般
財
源
か

　

ら
支
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

地
方
交
付
税
が
７
，
４
９
７
万

８
千
円
増
額
さ
れ
た
こ
と
で
、
財

政
調
整
基
金
に
５
，
４
８
３
万
４

千
円
が
戻
さ
れ
た
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
質
問
す
る
。

①　

財
政
調
整
基
金
に
戻
す
の
で

　

は
な
く
村
民
の
要
望
の
多
い
事

　

業
に
も
っ
と
支
出
す
べ
き
で
は

　

な
い
か
。
た
と
え
ば
、
生
コ
ン

　

支
給
事
業
な
ど
は
、
十
分
に
反

　

映
さ
れ
て
い
な
い
。

高
橋
七
重
議
員

健
康
福
祉
課
長

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

問答

①
　
財
政
調
整
基
金
は
、
将
来
に

　
わ
た
る
歳
入
の
減
少
や
歳
出
の

　
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
財
源

　
不
足
が
生
じ
る
際
に
活
用
す
る

　
も
の
。

②
　
本
村
は
、
５
年
度
末
で
12
億

　
４
，
７
０
０
万
５
千
円
。
６
年

　
度
末
見
込
み
で
13
億
４
，
６
２

　
７
万
９
千
円
。
増
加
傾
向
に
あ

　
る
が
、
県
内
町
村
の
平
均
は
14

総
務
課
長

答

　
条
例
第
４
条
に
は
「
運
営
期
間

　
に
必
要
が
あ
り
取
り
崩
す
場
合

　
を
除
き
、
こ
れ
を
取
り
崩
し
て

　
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
今
回

　
の
「
市
町
村
特
別
給
付
」
導
入

　
に
あ
た
り
、
保
険
料
へ
の
影
響

　
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
期

　
間
中
で
の
保
険
料
額
の
変
更
を

　
避
け
る
た
め
基
金
を
充
当
す
る
。

②
　
給
付
対
象
者
は
、
要
介
護
３

　
以
上
と
し
て
い
る
の
で
、
財
源

　
は
介
護
保
険
料
で
事
業
継
続
を

　
実
施
す
る
。三

本
松
和
美
議
員

問

再
問

三
本
松
和
美
議
員

　

議
会
出
張
懇
談
会
の
意
見
や
要

望
、
議
会
の
一
般
質
問
、
議
案
審

議
や
村
が
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
情

報
も
あ
る
の
で
、
形
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
人
件
費

に
関
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
村

民
に
関
わ
る
こ
と
で
は
補
助
金
と

し
て
地
方
バ
ス
路
線
、
合
併
浄
化

槽
、
除
雪
に
対
す
る
重
機
の
借
り

上
げ
等
で
、
そ
ん
な
に
計
上
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

財
政
調
整
基
金
に
戻
し
が
で
き

る
場
合
は
、
要
望
の
あ
る
も
の
は

補
正
で
対
処
し
て
も
良
い
の
で
は
。

　【
討
　
論
】

▼
反
　
対　
　
　

高
橋
七
重
議
員

　
昨
年
12
月
に
も
期
末
手
当
の
率

の
改
正
案
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
時

と
比
較
し
て
も
、
今
年
に
な
っ
て

も
物
価
高
騰
対
策
を
執
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
や
エ
ン
ゲ
ル
係
数

の
上
昇
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
ほ
ど

生
活
は
苦
し
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

賃
金
上
昇
は
、
給
与
取
得
者
の
一

部
の
み
。
こ
の
よ
う
な
中
、
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
と
は
い
え
、
期

末
手
当
の
引
き
上
げ
が
わ
ず
か
で

あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ

て
改
正
案
に
は
反
対
。

▼
賛
　
成　
　
　

荒
川
英
義
議
員

　
福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

準
じ
た
改
正
で
あ
る
た
め
、
趣
旨

を
理
解
し
賛
成
す
る
。

　

（
採
決　

賛
成
10
・
反
対
１
）

　
多
種
多
様
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
中
で
、
限
り
あ
る
一
般
財
源
、

そ
し
て
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

も
貴
重
な
一
般
財
源
な
の
で
、
事

業
の
選
別
を
適
切
に
行
い
、
当
初

予
算
及
び
補
正
予
算
を
編
成
し
て

い
き
た
い
。

総
務
課
長

再
答

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
令
和
６
年
度
平
田
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
（
第
６
号
）
に
つ

い
て

◎
村
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　【
討
　
論
】

▼
反
　
対　
　
　

高
橋
七
重
議
員

　
前
議
案
と
同
じ
理
由
で
反
対
す

る
。

▼
賛
　
成　
　
　

荒
川
英
義
議
員

　
福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

準
じ
た
改
正
で
あ
る
た
め
、
趣
旨

を
理
解
し
賛
成
す
る
。

　

（
採
決　

賛
成
10
・
反
対
１
）

◎
議
会
議
員
の
報
酬
、
期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　【
討
　
論
】

▼
反
　
対　
　
　

高
橋
七
重
議
員

　
物
価
高
騰
低
所
得
者
支
援
給
付

金
に
か
か
る
補
正
予
算
２
，
４
４

２
万
９
千
円
に
つ
い
て
は
、
国
県

支
出
金
で
あ
り
、
住
民
生
活
に
鑑

み
た
事
業
な
の
で
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
財
政
調
整

基
金
を
繰
り
入
れ
し
て
の
特
別
職

な
ど
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
分
１

３
３
万
２
千
円
に
つ
い
て
は
、
先

ほ
ど
の
理
由
を
も
っ
て
反
対
と
す

る
。

▼
賛
　
成　
　
　

遠
藤
正
彦
議
員

　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

の
議
案
で
あ
る
が
、
福
島
県
人
事

委
員
会
の
勧
告
に
準
じ
た
改
正
で

あ
る
た
め
、
妥
当
で
あ
る
と
認
め

賛
成
す
る
。

　

（
採
決　

賛
成
10
・
反
対
１
）

◎
令
和
６
年
度
平
田
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

②　

財
政
調
整
基
金
が
13
億
円
台

　

に
な
る
。
こ
の
活
用
に
つ
い
て
、

　

総
務
課
長
は
一
般
質
問
で
「
標

　

準
財
政
規
模
の
１
／
10
で
は
災

　

害
対
応
に
は
足
り
な
い
。
加
え

　

て
令
和
７
年
度
以
降
の
村
債
償

　

還
分
が
あ
る
」
等
と
答
弁
。
災

　

害
対
応
時
に
は
、
ど
の
く
ら
い

　

の
金
額
を
必
要
と
す
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
村
債
償
還
に
も
触
れ

　

て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
以
降

　

の
村
債
償
還
額
５
年
分
の
金
額

　

は
。

　
億
９
，
５
０
４
万
円
。
全
国
平

　
均
積
立
額
と
比
較
し
て
も
、
ま

　
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
な
の
で
積

　
立
額
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ

　
る
。

　
　
財
政
調
整
基
金
を
ど
れ
だ
け

　
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
は
、

　
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
高
騰
な

　
ど
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
予
算

　
が
膨
ら
み
、
村
債
借
入
額
が
増

　
加
し
、
そ
の
際
、
償
還
金
が
増

　
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

　
一
定
程
度
の
財
政
調
整
基
金
を

　
確
保
し
た
い
。
例
え
ば
、
全
国

　
９
２
６
町
村
の
平
均
で
16
億
１
，

　
７
０
５
万
円
が
一
つ
の
目
安
に

　
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

＊Ｒ11 年度末の村債残高は、
　18 億 5,438 万 4 千円

村債の償還額

8億 5,433 万 6 千円

8億 2,425 万 7 千円

7億 8,349 万 9 千円

7億 901 万円

5億 2,698 万６千円

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ９

Ｒ10

Ｒ11

ひらた議会だより　194号5


